
伊賀市　事務事業評価シート ソフト事業

コード 名               称 コード 名            称

事業名 73 地域振興事務経費（しまがはら夏まつり開催補助金）
会計 ０１ 一般会計
款 ０２ 総務費

基本施策 61 市内外から多様な主体を受け入れる、開かれたまちをつくる 項 ０１ 総務管理費
目 ０６ 企画費

担当部課名 島ヶ原総務振興課 細目 １０２ 地域振興経費
作成者氏名 山本　繁昌 連絡先 ５９－２０５３ 細々目 ０１ 地域振興事務経費

事業の計画・内容

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
地域住民 夏まつりを開催することにより、子供から高齢者まで交流する機会ができ、

世代間、住民相互の交流ができます。

本
年
度
事
業
内
容

１）しまがはら夏まつり実行委員会に補助金を助成しました。
　・「しまがはら地域まちづくり協議会」が中心となり住民主体で実行委員会を組織し運営にあたりました。
　・装い新たになった島ヶ原温泉「やぶっちゃ」で開催しました。
　・ステージ等では、地元島ヶ原や伊賀市内からの団体が出演・出店しました。
　・協賛金で花火の打ち上げを実施しました。
２）行者堂トイレ管理を町区自治会に委託しました。
３）プリンター（旧島ヶ原からの流用）の賃借及び保守をしました。

開始年度 平成 年度 終了年度 平成 年度 根拠法令・要綱等 伊賀市補助金等交付規則　支所関係補助金等交付要綱

投入資源 事業実績
H17 H18（予算） H19（予算）

活動指標 単位
実績値 目標値

①投入人員 正規職員     （人） 0.8 0.8 0.8 H17 H18 H19

しまがはら夏まつり来場者数 人 3500 3600 3700

人件費合計（A） 5,760 5,760 5,760

②支出内訳 事業費（B) 3,980 3,788 3,388

（千円） 委託料 123 48 48
補助金 3,530 3,600 3,200
使用料及び賃借料 285 95 95
その他 42 45 45

合計（A+B) 9,740 9,548 9,148

③財源内訳 特定財源 国県支出金

（千円） 地方債
受益者負担
その他特財 4,000 3,600

一般財源 5,740 5,948 9,148

上記①～③に関する特記事項

特定財源の内訳；地域振興基金繰入金

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17 H18（目標） H19（目標）

しまがはら夏まつり来場者数
（平成１７年度に来場者数３，５００人）

来場者数を増やすことが、地域振興の状況を示す指標となる。 ％
100

102 105
目標

（ 100 ）

しまがはら夏まつりの住民の参加率
（住民の参加数／地域の住民数）

地域的なコミュニティのつながりを示す指標となる。 ％
20

25 30
目標

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

平成１７年度から、新しく立ち上がった「しまがはら地域まちづくり協議会」が中心となり、住民主体で執り行った最初のまつりとなりました。今後も住
民主体での「手作りの良さ」を大切にし、みんなで創り出すまつりにしていきたい。しかし、補助金の減額により、今後の夏まつりの事業内容が懸念さ

れます。

評
価

必要性 4

地域住民が主体となり、交流の場を広め、住民と協働でより良い地域づくりを進め、今後も地域の活性化を
図る必要があります。

総合評価

有効性 3

Ｂ達成度 3

効率性 2


	ソフト事業（地域振興事務経費） 

